
宇津木台 森遊会 実施報告 

「第１回定例活動」 
実施日 

場 所 

2013年 4月 28日（日）10:00～15:00 

宇津木台緑地（八王子市久保山町２－１） 

天候：晴れ 記録：金森 

参加者 参加者：１３名（男性１０、女性３（うち子供１）） 

細野、曾根、原田（絵）、伊東、田中、吉川、北澤、神宮、田原、鈴木健、後藤、松山、

富田（さ） 

インストラクター：金森 

実施内容 

活動３年目の第一回目。この時期は筍が沢山出るので密度調整のために掘って食べることにした。 

頭がちょっと出たもの（普通にお店にあるもの）、３ｍほどに伸びたものの頭だけ（穂先筍）、３０～

５０センチに伸びたもの（通常は固くて美味しくないと言われているもの）３種類を食べ比べる。結果、

掘りたてはどれもエグミはなく美味しく食べることができた。 

密度調整について、昨年春に５０本を残して今年の春に１０本追加、今年の秋に昨年のものを１０本

伐る予定であったが昨年のものがその後強風や雪によって１０本倒れて伐ってしまった。そのため今年

の春は筍を２０本残して（追加して）秋まで様子を見ることにする。無事に育てば秋に昨年のものを間

伐する。これを５年以上繰り返せば１～５年生の竹がおよそ１０本ずつ存在する理想的な竹林となる。 

竹林整備は新たなエリアへと進み、全体のおよそ半分（６００㎡）が終わった。当初何年かかるかわ

からないと思われたが、あと２、３年で完了しそうだ。しかしながら毎年継続しての管理が必要となる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

連絡事項 ・怪我、ヒヤリハットはなし。 

  ・緑地のゴミを入れたボランティア袋は、大１、小１個を指定された場所に置く。 

・次回は、５月末、除伐と剪定、竹水の収穫を行う。 

 

No.2013-01  

    

    

隣地に近いもの、密集したものを収穫   親竹に竹札を立てる      子供もしっかり間伐          少しずつ、しかし確実に作業 

見違えるほど綺麗になった竹林で記念撮影                  焼いてそのまま食べる      掘りたてを煮る、灰汁は出ない 

    

醤油・みりん・砂糖・鰹節で煮る    お好みの調味料で          全て美味しくいただきました      森の中は爽やか 


